































































症の陸軍二等卒）は，免除恩給年額 45 円（恩給発生下限の 11 年として支給），増加恩給年額 14 円








開」（『日本史研究』第 385 号，1994 年）などがあげられる。
（３）　郡司淳『軍事援護の世界』（同成社，2004 年），第五章。
（４）　『陸軍軍医学校五十年史』によると，日露戦争に出征した 99 万 9,868 人のうち，戦死者 7 万 7,214 人，負傷者
15 万 3,623 人，病者 24 万 5,357 人，「不具癈疾」となり除役された者 2 万 3,102 人となっている（陸軍軍医学校編


































（５）　留岡幸助「癈兵処分」（初出『人道』3 号，1905 年 7 月 15 日，同志社大学人文科学研究所編『留岡幸助著作集』
第 2 巻，同朋舎，1979 年所収）。
（６）　宮地正人『日露戦後政治史の研究―帝国主義形成期の都市と農村』（東京大学出版会，1973 年）10-16 頁。
（７）　内務省地方局『地方自治要鑑』（初出 1907 年，『復刻　地方改良関係資料集四』1987 年所収）280 頁。
（８）　『経済時報』49，1906 年 5 月。
（９）　「辰巳会設立趣意書」「辰見会々則」（『癈兵之友』第 7 号，1906 年所収）。辰巳会（1905 年 10 月 21 日結成）と同






























（１０）　「癈兵と自立精神」（『癈兵之友』第 4 号，1906 年）。
（１１）　「癈兵及び在郷軍人諸君に告ぐ」（『癈兵之友』第 9 号，1906 年）。〔 〕は引用者による。以下同様。
（１２）　辰巳会の職業紹介は，会誌『癈兵之友』に添付してある用紙に年齢や負傷の箇所，希望職種など必要事項を
記入し，本部に申し込むという方法をとっていた。ただし，辰巳会に寄せられた求人は，「煙草元売捌業」「行商





























































































































































































（２９）　『山形新聞』1922 年 9 月 12 日付。
（３０）　『報知新聞』1922 年 3 月 16 日付。
（３１）　郡司前掲書（2004 年），113-114 頁。なお，軍人恩給法（1890 年法律第四五号）第一条では恩給の受給は「権
利」と明記されている。この点からも癈兵による運動は法律を踏まえて，「権利」を主張した運動といえるだろう。
（３２）　郡司前掲書（2004 年）115 頁。
（３３）　『山形新聞』1922 年 3 月 19 日付。
（３４）　『日日新聞』1922 年 3 月 13 日付。
（３５）　一ノ瀬前掲書第二部第一章，郡司前掲書（2009 年）第四章参照。
（３６）　『日日新聞』1922 年 3 月 13 日付。






























（３８）　本誌記者樋口太郎「傷痍軍人を如何する」（『帝国在郷軍人』1932 年 10 月号）。




館市中央図書館所蔵）。会員数については，1932 年 10 月 19 日付の函館市役所による傷痍軍人会実態調査に対して，
設立当初の会員数を 16 名と回答している（「傷痍軍人会調査ノ件回答」『大正拾壱年記録　函館傷痍軍人会』函館
市中央図書館所蔵）。
（４０）　1923 年 11 月 8 日の項（前掲『大正拾壱年記録　函館傷痍軍人会』），函館市史編纂室編『函館市史　通史編第
三巻』（函館市，1997 年）251 頁。
（４１）　1923 年 11 月 8 日の項，1924 年 1 月 11 日の項（前掲『大正拾壱年記録　函館傷痍軍人会』）。



































（４３）　『北海タイムス』1925 年 8 月 17 日付。
（４４）　児玉秀雄「時代思潮より見たる癈兵院制度（17）」（『後援』第 237 号，1922 年）。




































































（４８）　「大日本傷痍軍人会会則」（『みくにの華』第 1 号，1937 年 1 月 1 日）。
